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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月18日(2016.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極間に発光性の有機化合物を含む層を有する発光素子の作製方法であって、
　減圧下の成膜室内で、成膜材料を加熱し気化させる第１の工程と、
　前記成膜室内で、前記発光性の有機化合物を含む層に含まれる層を成膜する第２の工程
と、
　を、排気、及び質量分析計での前記成膜室内の水の分圧の測定をしながら行い、
　前記第２の工程の開始時における前記水の分圧が、前記第１の工程における前記水の分
圧の平均値より小さい値である発光素子の作製方法。
【請求項２】
　一対の電極間に発光性の有機化合物を含む層を有する発光素子の作製方法であって、
　減圧下の成膜室内で、成膜材料を加熱し気化させる第１の工程と、
　前記成膜室内で、前記発光性の有機化合物を含む層に含まれる層を成膜する第２の工程
と、
　を、排気、及び質量分析計での前記成膜室内の水の分圧の測定をしながら行い、
　前記第２の工程における前記水の分圧の平均値は、前記第１の工程における前記水の分
圧の平均値より小さい発光素子の作製方法。
【請求項３】
　一対の電極間に発光性の有機化合物を含む層を有する発光素子の作製方法であって、
　減圧下の成膜室内で、成膜材料を加熱し気化させる第１の工程と、
　前記成膜室内で、前記発光性の有機化合物を含む層に含まれる層を成膜する第２の工程
と、
　を、排気、及び質量分析計での前記成膜室内の水の分圧の測定をしながら行い、
　前記第２の工程を、水の分圧が１×１０－４Ｐａ以下の前記成膜室内で行う発光素子の
作製方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項において、
　前記第１の工程の前に、減圧下の前記成膜室内で、前記成膜材料が気化する温度未満で
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前記成膜材料を加熱する工程を有する発光素子の作製方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項において、
　前記第１の工程と前記第２の工程の間に、前記成膜材料を加熱しない期間、又は前記成
膜材料が気化する温度未満で前記成膜材料を加熱する期間を有する発光素子の作製方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項において、
　前記成膜室の壁を冷却しながら前記第２の工程を行う発光素子の作製方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項において、
　前記第２の工程の開始時における酸素原子の分圧が、前記第１の工程における酸素原子
の分圧の平均値より小さい値である発光素子の作製方法。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか一項において、
　前記第２の工程を、酸素原子の分圧が２×１０－６Ｐａ以下の前記成膜室内で行う発光
素子の作製方法。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項において、
　前記質量分析計は、四重極質量分析計である発光素子の作製方法。
【請求項１０】
　加熱機構を備えた成膜材料保持部を有し、排気機構及び質量分析計と接続する成膜室と
、
　前記質量分析計で測定した前記成膜室の水の分圧の値に基づき、前記加熱機構を制御す
る制御部と、を有する成膜装置。
【請求項１１】
　加熱機構を備えた成膜材料保持部、壁面を加熱する機構、及び前記壁面を冷却する機構
を備え、排気機構及び質量分析計と接続する成膜室と、
　前記質量分析計で測定した前記成膜室の水の分圧の値に基づき、前記加熱機構を制御す
る制御部と、を有する成膜装置。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１において、
　前記質量分析計は、四重極質量分析計である成膜装置。
【請求項１３】
　成膜材料室を有する成膜室を備え、
　前記成膜室は、第１の排気機構と接続し、
　前記成膜材料室は、仕切り弁によって前記成膜室の他の部分と仕切られ、質量分析計及
び第２の排気機構と接続し、加熱機構を備える成膜材料保持部を有する成膜装置。
【請求項１４】
　請求項１３において、
　前記成膜材料室が、前記成膜材料室の内壁を加熱する機構を備える成膜装置。
【請求項１５】
　請求項１３又は１４において、
　前記成膜材料室が、前記成膜材料室の内壁を冷却する機構を備える成膜装置。
【請求項１６】
　請求項１３乃至１５のいずれか一項において、
　前記成膜室が、前記成膜室の内壁を加熱する機構を備える成膜装置。
【請求項１７】
　請求項１３乃至１６のいずれか一項において、
　前記成膜室が、前記成膜室の内壁を冷却する機構を備える成膜装置。
【請求項１８】
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　請求項１３乃至１７のいずれか一項において、
　前記質量分析計は、四重極質量分析計である成膜装置。
【請求項１９】
　請求項１３乃至１８のいずれか一項に記載の成膜装置を用いて、一対の電極間に発光性
の有機化合物を含む層を有する発光素子を作製する方法であって、
　前記仕切り弁が閉じられた減圧下の前記成膜材料室内で、前記加熱機構を用いて、前記
成膜材料保持部に保持された成膜材料を加熱する第１の工程と、
　前記仕切り弁を開く第２の工程と、
　を、前記第１の排気機構及び前記第２の排気機構による排気、並びに、前記質量分析計
での前記成膜材料室内の水の分圧の測定をしながら行った後、
　前記成膜材料を用いて、前記成膜室内に配置された基板上に、前記発光性の有機化合物
を含む層に含まれる層を成膜し、
　前記第２の工程の開始時における前記水の分圧が、前記第１の工程における前記水の分
圧の平均値より小さい値である発光素子の作製方法。
【請求項２０】
　請求項１３乃至１８のいずれか一項に記載の成膜装置を用いて、一対の電極間に発光性
の有機化合物を含む層を有する発光素子を作製する方法であって、
　前記仕切り弁が閉じられた減圧下の前記成膜材料室内で、前記加熱機構を用いて、前記
成膜材料保持部に保持された成膜材料を加熱する第１の工程と、
　前記仕切り弁を開く第２の工程と、
　を、前記第１の排気機構及び前記第２の排気機構による排気、並びに、前記質量分析計
での前記成膜材料室内の水の分圧の測定をしながら行った後、
　前記成膜材料を用いて、前記成膜室内に配置された基板上に、前記発光性の有機化合物
を含む層に含まれる層を成膜し、
　前記第２の工程の開始時における前記水の分圧が、１×１０－４Ｐａ以下である発光素
子の作製方法。
【請求項２１】
　請求項１９又は２０において、
　前記第１の工程における前記加熱機構の温度は、前記成膜材料が気化する温度以上であ
る発光素子の作製方法。
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